
４ 連結 2 期目の処理 

    連結日              連結 1 年後             連結 2 年後 

    ×1.3.31              ×2.3.31                ×3.3.31 

 

   連結修正仕訳 
（（シホ、尻のスッピン）  開始仕訳 

× ×1 年度  
・ ・のれんの償却 

 ・子会社当期純利益の振替 
 ・子会社配当金の調整 

 開始仕訳 

 ←×1 年度→  ←×２年度→ 

× ×２年度  
・のれんの償却 
・子会社当期純利益の振替 
・子会社配当金の調整 

＋  
×1 年度 
成果連結 

＋ 
×2 年度  
成果連結 



・P 社は✕1 年 3 月 31 日に、S 社の発行済議決権株式の 60％を 65,000 円で取得

し、支配を獲得した。S 社の資本金の変動及び当期（✕2 年 4 月 1 日から×3 年 3 月

31 日まで）における P 社と S 社の損益計算書と貸借対照表は次のとおりである。の

れんは 10 年間で償却する。連結修正仕訳を行う。 

 

                        S 社の資本の変動              （円） 

 ×1 年 3 月 31 日 ×2 年 3 月 31 日 ×3 年 3 月 31 日 

資 本 金 50,000 50,000 50,000 

資本剰余金   25,000 25,000 25,000 

利益剰余金 20,000 23,000 35,000 

      ※S 社は当期に、6,000 円の配当を行っている。 

 

損 益 計 算 書 

              ×2 年 4 月 1 日から×3 年 3 月 31 日まで       （円） 

  P 社 S 社  P 社 S 社 

諸費用 150,000 88,000 諸収益 160,000  100,000 

当期純利益 14,000  12,000 受取配当金    4,000   － 

 164,000   100,000   164,000  100,000 

 

貸 借 対 照 表   

                    ×3 年 3 月 31 日                 （円） 

 P 社 S 社 負債・純資産 P 社 S 社 

諸 資 産 250,000 200,000 諸 負 債 115,000 100,000 

S 社株式 65,000  資 本 金 100,000 50,000 

   資本剰余金 50,000 25,000 

   利益剰余金 50,000 25,000 

  315,000 200,000  315,000 200,000 

 

  



【解答】 

×1 年 3 月 31 日 

資本金      50,000   ／ S 社株式     65,000 

資本剰余金    25,000     非支配株主持分 38,000 

利益剰余金    20,000 

のれん      8,000 

 

×2 年 3 月 31 日 
のれん償却  800     ／ のれん  800 
〈利益剰余金〉 
 
非支配株主持分に帰属する当期純利益 1,200  非支配株主持分 1,200 
〈利益剰余金〉 

 

 

（解答（まとめ）） 

 

×3 年 3 月 31 日開始仕訳 

資本金      50,000   ／ S 社株式     65,000 

資本剰余金    25,000     非支配株主持分 39,200 

利益剰余金    22,000 

のれん       7,200 

 

×3 年 3 月 31 日 

のれん償却 800     ／  のれん 800 
非支配株主持分に帰属する当期純利益 4,800  非支配株主持分 4,800 
受取配当金    3,600    利益剰余金 6,000 
非支配株主持分 2,400 

 

 

 

 


